
多面的機能支払事業
令和５年度技術研修会

点検·機能診断

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会



研修を始める前に

『多面的機能支払交付金』は、農業や農村が持つ多面的な機能
（国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の
形成など）の維持・発揮を図るために、地域の共同活動を支援
し、地域資源（農用地、水路、農道など）の適切な保全管理を
推進する目的でつくられた助成制度です。
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＊はじめに
  多面的機能支払事業は、保全対象施設の点検・機能診断の

結果を踏まえ、適切な保全管理を行い、計画に基づいて施設の
長寿命化を図る取組が大きな柱となっています。

 そのため、点検・機能診断は、事業の必須項目となっており、
その実施時期は活動組織によって異なりますが、毎年必ず実
施し結果を記録する必要があります。
点検・機能診断は、施設が正常に機能しているか、施設本体

に損傷やひび割れ、摩耗などの変状がないか、施設の周辺に
異常はないかなどを観察します。
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＊点検・機能診断とは
 農地維持活動における「点検」は、施設の機能を低下さ

せる状況が発生しないように、水路内の泥の堆積状況や
ゴミの投棄状況を確認する活動です。
資源向上活動における「機能診断」は、施設の管理・補修

計画を立てるために行う、破損・老朽化の進行度合の把握、
記録などを行う活動です。
農地維持活動と資源向上活動の双方に取り組む場合に

は、「点検」と「機能診断」それぞれの活動の目的を踏まえ
つつ併せて行うなど効率的に実施しましょう。
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＊点検・機能診断にあたって
 点検・機能診断にあたって、その施設がいつ建設された

のか、建設当時の断面や延長、どんな材料が使わたのか
といった情報を事前に把握することは大変有効です。
コンクリート構造物の耐用年数は、短いもので30年程度、

一般的には50年～60年と言われています。農業用水路の
寿命は、流水や周辺環境により変わりますが、その水路が
建設から何年経過しているかが分かれば更新時期を迎え
ているかどうかの目安になります。また、建設当時の寸法
と比較することにより変形の度合いが分かります。



１．コンクリート開水路における現地調査の留意点
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンクリート開水路における現地調査の留意点として
水路部分のひび割れと摩耗、不同沈下や外荷重による変形、及び目地部の劣化が多いので、調査にあたっては、一般的な劣化の他に、周辺地盤の状況や目地部の調査に注意を払うことが必要である。

〇水路の繫目（目地）の損傷、段差、開き。
〇ひび割れの発生状況
〇水路内のすり減り（摩耗）の状況。特に底版が激しい傾向にある。
〇側壁背面の土砂の状況
　→陥没、崩落、漏水など
〇全体を見て、沈下や蛇行の有無

（バレル中央部で、リバウンドハンマー（シュミットハンマー）、中性化試験を行う）




２-１．コンクリート水路に発生する主な変状

6 ※全国水土里ネットが土地改良施設機能更新等円滑化対策事業の中で行った調査結果

コンクリート水路に見られる主な変状

１．変状の種類
（１）ひび割れ
（２）継目（目地）損傷
（３）すり減り（骨材露出）
（４）たわみ・変形・沈下
（５）その他

（錆汁、鉄筋露出、エフロレッセンス、
はく離・はく落など）

２．変状の原因
（１）初期欠陥：設計、施工時の不良に起因し

て発生した変状
（２）劣 化：使用環境や材料に起因し時間

の経過に伴って進行する変状
（３）損 傷：荷重、構造設計、支持条件に

起因し、地震などの短期的負
荷により発生・変化する変状

【変状ごとの割合※】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．変状の種類
　　↓
右上の図【変状ごとの割合】
　・目地（水路の継目部分）の損傷が1番
　・続いてひび割れ、沈下、すり減り。
コンクリートは外気温により収縮する。
これを目地で吸収する。
間隔の違いはあれど、どのコンクリート水路にもある。
この部分が弱点となり、損傷することが多い結果となっている。
　　↓
２．変状の原因

参考：エフロレッセンスとは、セメント中の可溶性成分（カルシウム塩やアルカリ塩）が水分の移動によってコンクリートの表面に溶出し、水分の蒸発や空気中の炭酸ガスなどの吸収によって析出したもの。
（析出：液状の物質から結晶または個体成分が分離して出てくること。）
または、
　コンクリート中の成分が表面に出てきたもの
　セメント中のカルシウムＣａが侵入した雨水などに溶けて目地やクラックからにじみ出し空気中の炭酸ガスと反応して炭酸カルシウムＣａＣＯ3となったもの。



※「水路の簡易補修マニュアル（農文協）」より抜粋

２-２．コンクリートに発生する主な変状と対策
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンクリート開水路に発生する変状は様々。
後ほど写真付きで紹介する。

〇青線囲い部分→簡易補修できる
　目地の開き、目地の損傷、縦方向のひび割れ
　これらの共通点、今後損傷が拡大する可能性が少ない。

〇青線囲い部分以外
　・斜め方向のひび割れ→外力によるもの
　・亀甲状（きっこうじょう）、網目状、格子状のひび割れ→コンクリート内部の劣化（凍害、アル骨）
　・摩耗→流水、流水中の砂による。水路全体的に広がる。
　・穴あき→施工時の締固め不足。３cm未満の小さいものは対応できる。
　・沈下、たわみ、変形→地震などの外力による物。地盤沈下など




３．目地の開き、損傷
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目地の開き

目地の開き（漏水）

 
目地の損傷

目地の開き（漏水）

〇
簡易補修
できる

目地材なし
（剥落？）

コンクリートの収縮
に追従出来ずに破損

目地からの漏水発生

目地からの漏水発生。
目地材（ゴムパッキ
ン）の劣化が原因。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから、先ほどの表で示していた変状を写真で紹介。
〇目地の開き
　目地材：一般的にはエラスチックフィラー（ゴム系）
　昔は杉板など使用。腐食してなくなっている事が多い

〇目地損傷
　コンクリートの収縮。

〇漏水
　目地材のゴムの硬化→動きに追従できなくなった。

これらは、簡易補修ができる。
　




４．ひび割れ（１）
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縦方向のひび割れ

縦方向のひび割れ

縦方向のひび割れ

〇
簡易補修
できる

乾燥収縮等による
ひび割れ

乾燥収縮等による
ひび割れ

乾燥収縮等による
ひび割れ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇縦方向のひび割れ
　施工初期の乾燥収縮によるもので、この乾燥収縮は、打設時は高温のコンクリートが低温化して固まる際に発生。
　今後拡大することはないが、劣化因子の浸入により鉄筋の錆が懸念
　

簡易補修ができる



５．ひび割れ（２）
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斜め方向の割れ

短い間隔のひび割れ

段差のあるひび割れ

×
簡易補修
が困難

地すべりなどの大
きな外力を受けた

赤色の錆汁や鉄筋の露出を
伴うことが多い（中性化）

亀甲状・網目状のひび割れ

白色の析出物を伴うことが
多い（アルカリ骨材反応）

隣接車道を大型車両が通った
ことで大きな外力を受けた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇斜め方向のひび割れ
　地震や水路の外からの土圧などによるもの。
　車両通行が大きな所、背面の山が迫っている所などに多い。

〇段差のあるひび割れ
　斜め方向のひび割れと同様。

〇短い間隔のひび割れ
　アルカリ性のコンクリートが中性化
　→鉄筋周りの不動態被膜が侵食→錆る
　コンクリートは圧縮に強い反面、引っ張りに弱い
　引張力を鉄筋が補っている→鉄筋コンクリート。

〇亀甲状・網目状のひび割れ
　白い析出物がでていることが多い。
　コンクリート内の成分（シリカ鉱物）と骨材

これらは、簡易補修困難。
専門業者に依頼。



６．欠損（穴あき・ヘコみ）、摩耗（すり減り・骨材露出）
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局所的な欠損

鉄筋が露出した欠損

局所的な摩耗

×
簡易補修
が困難

水路広範囲の摩耗

〇
簡易補修
ができる

流水などにより骨材の
一部がはく落している

摩耗により骨材が露出・
はく落し、凹凸が著しい

穴が浅く（３ｃｍ未満）
で鉄筋が露出していない

穴が深く（３ｃｍ以上）
で鉄筋が露出している

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇局所的な欠損（穴あき）
　穴が浅くて、鉄筋露出も無く、狭い範囲のもの。

〇局所的な摩耗
　水路内を流れる水、その中に含まれる土砂により発生
　摩耗範囲がせまいもの。

これらは、簡易補修ができる。

〇鉄筋が露出した欠損
　穴が深く、鉄筋が露出。錆が発生→錆を落とし、錆を防ぐなどの防錆処理が必要。

〇広範囲に発生した摩耗
　作業量も大きくなり、表面を被覆するにあたっても左官作業などの技術が必要となり、専門的となる。

これらは、簡易補修が困難。





７．沈下・変形
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沈下による溢水

水路側壁の変形

沈下による変形

×
簡易補修
が困難

地盤が沈下し、水路が
傾くなどの変形が発生

水路の蛇行

水路が部分的に沈下し、
蛇行や段差が発生した

地震などの大きな外力
により、側壁が倒れた

地震などの大きな外力に
より、水路が蛇行した

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇沈下による溢水
　水路が部分的に沈下→蛇行、段差が発生
　水路の基礎地盤が弱い場所、年中湿っている場所で多い
　水路基礎の土が抜けている場合もある

〇沈下による変形
　地盤沈下などにより水路が傾く。先ほどと同じ

〇水路側壁の変形
　地震や水路壁背面の土圧により倒れた。

〇水路側壁の蛇行
　地震などの大きな外力により蛇行した。

これらは、土砂の補充、基礎地盤の強化など工事規模が大。→簡易補修は難しい。



７．その他の変状
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凍害

アルカリ骨材反応

中性化、塩害

×
簡易補修
が困難

コンクリートのアルカリ
性が低下し、鉄筋が腐食

欠損や、水平方向のひび
割れが層状に発生

亀甲状、網目状のひび割
れと白色の析出物が発生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇凍害
　気温が氷点下を下回る地域
　コンクリート内部の水分が、凍結融解を繰り返し、膨張収縮によりコンクリートが破損。
　コンクリート表面がボソボソとフレーク状。
　層状にヒビ割れる

〇中性化・塩害
　アルカリ性であるコンクリートが、炭酸ガス等により中性化し、コンクリート内部の鉄筋が腐食する。

〇アルカリ骨材反応
　コンクリートに含まれるシリカ鉱物と骨材が反応し、骨材周りにシリカゲルが発生し膨張する。
　
これらは、簡易補修できない。専門業者へ依頼する。
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点検・機能診断結果の記録



＊点検・機能診断を効率的に行うには
 点検・機能診断を効率的に実施する上で、水路周辺の草

刈りや堆積した土砂の除去など、日頃の管理はとても重要
です。管理の行き届いた水路であれば、目地の開きや損傷
といった変状にいち早く気づき、簡易な補修により機能回復
が図られ、周辺農地や営農への悪影響を防げます。
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点検・機能診断を効率的に行うためには日常管理が大切
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こまめな草刈りや泥上げにより

変状の確認が容易

日常の管理が悪ければ破損箇所

などの確認が困難



＊まとめ
 点検・機能診断は、以下の点に留意して行いましょう。

・ 活動の目的を踏まえて効率的に

・ 簡易な補修が可能かどうか見極める

・ 判断に迷ったら専門家に見てもらう

・ 写真と結果の記録は忘れずに

・ 変状とその原因に応じた補修・更新

・ 早期発見は日常の管理から
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